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１．熱中症について 

（１）熱中症とは 

・熱中症は「暑熱環境にさらされた」状況下で、生命にかかわる病気です。 

・熱中症の発生には、 

①環境（気温、湿度、輻射熱、気流等） 

②体（体調、年齢、暑熱順化の程度等） 

③行動（活動強度、持続時間、水分補給等）  の条件が複雑に関連しています。 

（２）熱中症の症状 

 熱中症の症状には典型的な症状は存在せず、軽度（Ⅰ度：応急処置と見守り）

の場合「大量発汗」や「立ち眩み」、「こむらがえり」等の症状が出現します。中等

度（Ⅱ度：医療機関を受診）では「頭痛・嘔吐」に加え、「倦怠感」「虚脱感」が出

現し、重度（Ⅲ度：入院加療が必要）になると中枢神経症状（けいれん・意識障害

等）や肝機能障害、血液凝固異常等が出現し、最悪の場合は死亡する場合もありま

す。（図 1-2 参照） 

（３）学校管理下における熱中症 

令和元年度の災害共済給付のデータから熱中症の発生件数を見ると、部活動が始ま

る中学生になると急に増え、特に高校 1 年生時に最も多くの生徒が熱中症を発症

しています。体育やスポーツ活動によって発生する熱中症は、それほど高くない気

温（25～30℃）でも湿度が高い場合には発生することが特徴です。暑くないから

大丈夫と思うのではなく、正しい知識と予防法で、熱中症の発生と悪化を防ぐこと

が大切です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．暑さを示す指標について  

（１）暑さ指数（WBGT） 

・暑さ指数（WBGT：Wet Bulb Globe Temperature：湿球黒球温度）は、熱中

症の危険度を判断する環境条件の指標です。 

・人体と外気との熱のやり取り（熱収支）に着目し、熱収支に与える影響の大きい

気温、湿度、日射・輻射等周辺の熱環境、風（気流）の要素を取り入れた指標で、

単位は気温と同じ℃を用います。 

・暑さ指数（WBGT）は、温度や湿度などの複数の環境要素を合わせて測定してい

るため、場所や時間により値が変動します。 

 

（２）熱中症警戒アラート 

・熱中症警戒アラートは、危険な暑さへの注意を呼びかけ、熱中症予防行動をとる

よう促すための情報です。環境省の熱中症予報サイトより確認することができま

す。 

・暑さ指数の最大値が３３以上と予測された場合、気象庁の府県予報区等を単位と

して発表します。本校においては胆振日高エリアのアラートを参照します。発表は

前日の１７時とその日の朝５時に発表されます。 

 

 

 

 



３．本校の予防と救急対応 

（１）熱中症の予防 

・学校全体で「熱中症を予防しよう-知って防ごう熱中症-」で挙げられている体

育・スポーツ活動における熱中症予防原則の指導を継続して行います。また、マス

ク着用と熱中症リスクについて個人で判断できるよう指導します。 

≪熱中症予防の原則≫ 
１．環境条件を把握し、それに応じた運動、水分補給を行うこと。 

２．暑さに徐々に慣らしていくこと。 

３．個人の条件を考慮すること。 

４．服装に気を付けること。 

５．具合が悪くなった場合には早めに運動を中止し、必要な処置をすること。 
スポーツ庁委託事業、パンフレット、熱中症を予防しよう-知って防ごう熱中症-より 

・体育や部活動の運動前に各教員が「体調チェック表」を基に自分の体調を確認す

るよう生徒に指導します。また、チェック表に該当する項目があったり、その他体

調不良を感じたりしたときは躊躇なく教職員に申し出ることなどについて生徒への

指導を行います。 

・授業中も適宜水分補給するよう声掛けを行います。 

・環境省「熱中症予防サイト」を活用し、各教員が暑さ指数の予測を確認して、必

要な対策を講じます。 

・学校長は必要に応じて、担当教職員に指示し、定期的に暑さ指数計を用いて活動

場所の環境条件の評価を行い、次の表を基準に熱中症予防の観点から日常生活や運

動の実施可否等に関する判断をします。 

・熱中症警戒アラートが発表された場合や、暑さ指数や環境等から危険と判断した

場合は臨時休業等の実施を検討します。 



 

運動前の体調チェック表 
 

次の項目に当てはまるものはないか、運動前に確認しましょう。 

チェック欄 確認項目 

 睡眠不足になっている（前の晩、よく眠れなかった等） 

 朝食を抜くなど、食事をとれていない 

 疲れがたまっている 

 熱がある（熱っぽい）、のどが痛いなど、風邪の症状がある 

 腹痛がある、下痢をしている 

 胸の痛み、息苦しさがある 

 手・足（関節など）に痛みがある 

 その他、体に痛みがある 

 その他、心配な症状がある 

 暑さの中での運動は久しぶりである 

当てはまるものがある場合は、教科担任の先生または部活動顧問

の先生に申し出ましょう。担当の先生の指示に従って、運動をし

てください。 

 

 



暑さ 

指数 
(WBG

T) 

気温 

(注１) 

注意すべき 

生活活動の

目安（注

２） 

日常生活に

おける注意

事項 
（注２） 

熱中症予防 
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そ
の
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すべての

生活活動
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べく避け、涼

しい室内に

移動する。 

運動は原則禁止 

特別の場合以外は運

動を中止する特に子

どもの場合には中止
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①生徒等の健康状態
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②会場の環境の把握 

③活動の中止･実施

形態の変更について

管理職に判断を仰ぐ 

①体を動かす活動

（体育授業・運動

部活動・校外活動

等）の原則中止(休

止･延期･実施形態

の変更 )を検討し

指示 

②屋内の活動（全

校集会・講演会等）

は会場の環境を踏

まえて活動の中止

や変更を検討し指
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②
服
装
の
検
討
（
ジ
ャ
ー
ジ
登
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等
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①
運
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量
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な
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中
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極
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～ 

31 

( 注

3) 

31～ 

35℃ 

外出時は炎

天下を避け、

室内では室

温の上昇に

注意する。 

厳重警戒 
（激しい運動は中止） 

熱中症の危険が高いの

で、激しい運動や持久走

など体温が上昇しやすい

運動は避ける。10－20

分おきに休憩を取り、水

分・塩分の補給を行う。暑

さに弱い人（注 4）につい

ては運動を軽減または中

止。 

①生徒等の健康状態

の情報収集と全体共

有 

②会場の環境の把握 

③活動時間短縮･実

施形態の変更につい

て管理職に判断を仰

ぐ 

体を動かす活動の 

時間短縮または実 

施形態の変更につ

いて検討し指示 
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28 

28～ 
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中等度以

上の生活
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い作業をす

る際は定期

的に十分に

休息を取り

入れる 

警戒 
（積極的に休憩） 
熱中症の危険視が増すの

で、積極的に休憩を取り

適宜、水分・塩分を補給す

る。激しい運動では、30

分おきくらいに休憩をと

る。 

①生徒等の健康状態

の情報収集と全体共

有  

②会場の環境の把握  

③活動時間短縮･実

施 形態の変更につ

いて管理職に判断を

仰ぐ 

体を動かす活動の

時間短縮または実

施形態の変更につ
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一般には危

険性は少な
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運動や重労

働時には発

生する危険
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注意 
（積極的に水分補給） 

熱中症による死亡事故が

発生する可能性がある 

熱中症の兆候に注意する

とともに、運動の合間に

積極的に水分・塩分を補

給する。 

①体調不良の生徒等

の状況を把握  

②会場の環境の把握  

③急な暑さの場合は

活動時間短縮･実施

形態の変更について

管理職に判断を仰ぐ 

適宜必要な指示 積
極
的
な
水
分
補
給
を
促
す 

21 

以下 

24℃ 

以下 

  ほぼ安全 
（適宜水分補給） 
通常は熱中症の危険は小

さいが、適宜水分・塩分の

補給は必要である。市民

マラソンなどではこの条

件でも熱中症が発生する

ので注意。 

（注 1）公益財団法人日本スポーツ協会「熱中症予防運動指針より」 

※気温（乾球温度）を用いる場合は湿度に注意する。湿度が高ければ１ランク厳しい環境条件の指針を適用す

る。 

（注 2）日本生気象学会「日常生活における熱中症予防指針 Ver.３」（2013）より 

（注 3）28～31℃は、28℃以上 31℃未満を示す。以下同様。 

（注４）暑さに弱い人：体力の低い人、肥満の人や暑さに慣れていない人など。 

（参考：環境省熱中症予防サイト、公益財団法人日本スポーツ協会「熱中症予防運動指針」） 

 



（２）熱中症の救急対応 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


